
2024 第9期生募集！連続講座全6回
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THE ラコルタの取り組みを紹介！

私たちが暮らす

地域や社会の事を

他人事ではなく自分事にする。

そういった“ソーシャルな生き方”の

魅力をお伝えします。

ピックアップ

※
年

４
回

発
行

（
3

月
･
6

月
･
9

月
･
1

2
月

）
　

自治会などの地域諸団体向けに、会計の基本から、自

治会の事情に応じた処理のポイント等を学びました。

また、質疑応答を通して、他団体のケースを知る機会

もあり、参加者から「初めて会計担当になったので、大

変助かりました」「他団体の意見も聞いて参考になりま

した」といった感想をいただきました。

自治会の運営に関する個別相談もお受けしています

ので、詳しくはラコルタまでお問い合わせください。

●開催日：7月13日(土)

地域諸団体のための

会計講座＋情報交換会
夏休み特別企画

市議会見学会

23名（19団体）が参加されました

小学 5・6 年生を対象に、議会の仕組みや議員の仕事

について学びました。議長室等を見学した後は「良いま

ちにするために、やってみたいこと」を考え、発表し合い

ました。「議員に質問ができて嬉しかった」、「普段なか

なか見られない場所を見ることができて楽しかった」

等の感想があり、まちの仕組みを作っている市議会に

ついて身近に感じてもらう機会となりました。ご協力

いただいた市議会議員やボランティアの皆さん、あり

がとうございました。

5年ぶりの開催となりました

●開催日：8月2日(金)

eNカレッジすいた7期 
修了生

大阪府手話通訳者養成講座で勉
強中。今年5月から、ろう者の
友人と共に、在住する池田市で
「手話交流会」を開催。
千里丘の医療系企業に勤める。

「ボランティア・NPO 初歩講座」「ぷちボラ」のお申込み・お問い合わせはラコルタまで

体験学 ぷちボラ初歩講座 単発！
短時間！

ボランティア・
NPO

興味がある方、活動はしているが

もっと理解を深めたい方など。

「出前講座」も承ります。お気軽に！

●毎月開催！●定員 10 名

働きざかりの方や家事・勉学に忙しい方など

週末や余暇の新しい過ごし方として。

初心者の方でも気軽に参加できます！

(例)お弁当作り・喫茶・竹林整備など

ぶ

第 33 回 中野　弘美さん

ひ ろ みな か の

アクセス　阪急電車千里線 「南千里駅」 改札出て左､千里ニュータウンプラザ6階コルタ吹田 検索 https://su ita-kouek i .orgラ
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自分にあった
ボランティア

見つけよう ！

やってみたい！の声に
お応えします！

特集で各地域の防災リーダーとお会いしました。皆さん、お忙しい中「他の地域にも

役立つのであれば」と、快くお話しくださいました。地域の風景を映した写真展や青

年部と共に開催した音楽祭など、日頃からの地域のつながりがあるからこそ、机上

の空論でないリアルな対策の必要性を実感されているのだと思いました。

編　集

ノート

Newsletter　2024 年 9 月 1 日号

吹田市立
市民公益活動センター

出会う→集う→育てる→実る

「市民公益活動」は市民が自発的に行う社会貢献活動です。

市民公益活動センター（愛称：ラコルタ）は市民の力で吹田市をより良いまちに

するため、これらの活動を支援しています。

VOL .48

！ここに注目 特 集

地域防災の行方
～担い手不足解消の鍵とは！？～

※eN(エン)カレッジすいた
  ･･･以下eNカレ、詳しくはP4参照。

「
こ
う
な
れ
ば
い
い
の
に
」が

          　

少
し
ず
つ
形
に

お申込み･お問い合わせは

ラコルタまで

テーマカフェ

Eメール：info@suita-koueki.org 　

10 月 13 日 (日)

TEL：06-6155-3167 　

FAX：06-6833-9851　

●とき：14:00～16:00

●定員：先着20名

●会場：吹田保健所 講堂

野良ねこ問題を地域で解決する

方法について。

地域ねこ活動

※費用が明示されていないイベントは無料。

※申込期限の記載がなければ前日まで。

どなたでもご参加ください！ ラコルタの講座・イベント

カレッジすいた
ソーシャルな “居場所 ”をつくろう　！

と　き 内　容

9月13日（金）　19：00～21：00 オリエンテーション

9月21日（土）　10：00～12：00 今、居場所が必要なワケ

居場所づくりの現場を見てみよう9月中旬～10月上旬

居場所プランを考えよう

10月25日（金）　19：00～21：00

10月12日（土）　10：00～12：00

つながりを深めるコミュニケーション

11月 9 日（土）　10：00～12：00 居場所プラン発表＆修了式

締切：

9月8日(日)

☟
（多数抽選）

まだ間に合う!
お申込みは
コチラ！

開校9 13(金)

●どなたでも　●定員 15名　●参加費　500円（資料・保険代など）

地域や社会の役に立ちたい。家族や仕事以外のつながりがほしい。

そんな思いを共有しながら、ソーシャルな生き方について考えます。

毎月開催！「ボランティア・NPO初歩講座」･･･9月15日(日)13:30～15:00、10月15日(火)19:00～20:30



取材にご協力いただいた
事務局のみなさん

福祉総務室を招いた学習会は
市内で初の試みとなりました

防災マップには企業内にある
AEDも掲載されています

ラコルタの
特　集

！ここに注目
2024 年 9 月1日号
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地域防災の行方
～担い手不足解消の鍵とは！？～

吹田市では、単一自治会や連合自治会単位で結成された防災

対策委員会等の「自主防災組織」が、地域の防災活動を担っていま

す。しかし、高齢化や自治会離れといった背景から、活動の担い手

不足が深刻化しています。また、2020年度「市政モニタリング調

査」によると、地域の防災訓練への参加について、「参加したこと

はない」「知らない」と回答した人の割合が全体の6割を占めてい

ました。一方で、高齢者や障がい者など自ら避難することが困難

で支援を必要とする方（災害時要援護者）については、「近隣住民

による助け合い（共助）」が必要となることから、吹田市と自主防

災組織が協定を結ぶ、支援体制の整備が進められています。

地域に求められる役割や期待が高まっているものの、それを担

う人材が不足していることに課題を抱えている自治会も少なく

ないのではないでしょうか。

本特集では、地域の実態に即した共助のあり方や、各地域で創

意工夫されている事例を通して、地域防災の担い手について考え

ます。

市内における自主防災活動の事例
吹二
地区

吹二地区自治会連合協議会 会長 岡本 巧さんは、大阪北部

地震の経験から、避難所に集まって安否確認を行う防災訓練

は現実的ではないと感じました。そこで、2019年度より、黄

色いハンカチを自宅に掲げて安否を確認する訓練に切り替え

ました。当初は、自治会員の約2割程度しか掲示されていませ

んでしたが、現在では掲示率が約4割まで増えています。

また、地区内には自治会の加入に関わらず、約300人の災害

時要援護者が暮らしています。しかし、専門知識がない中で、

どのように支援すれば良いのかが自治会内での課題となって

いました。そこで、2022年に吹田市の福祉総務室を招き、災

害時要援護者の避難支援に関する学習会を開催しました。ま

ずは“顔が見える関係づくり”が必要とのことから、民生・児童

委員と連携しながら災害時要援護者の戸別訪問を行いまし

た。黄色いハンカチによる安

否確認を促すとともに、訪問

を通じて生活の実態や不安

の声を直接聞くことが出来

たそうです。

吹南地区にある南金田自治会は、約1000世帯が加入して

おり、市内で最も大きい単一自治会です。会長の矢吹賢太郎さ

んは、阪神・淡路大震災が発生した１か月後に、仕事で神戸へ

行く機会があり、炊き出しなどの光景を目の当たりにしまし

た。災害時には、人と人との繋がりが大事だと実感した事か

ら、会長就任を機に、防災活動に注力されています。

吹南地区は企業が多く、地域貢献を目的とした企業による

振興会が長年活動されています。防災についても、津波浸水予

想地域内にあることから、津波・洪水避難ビルの指定に協力し

ている企業が複数存在しています。

南金田自治会の防災対策委員会には、地域の企業30社が賛

助会員として加盟されているそうです。「現役世代が少ない日

中に災害が起きた場合は、企業の方の力をお借りできたら。ま

た、帰宅困難者が出ることも

想定されるので、お互いに助

け合える関係を築いていき

たい」と矢吹さんは、おっしゃ

います。

山二地区では、ペンギンをモチーフにした「山ペン隊長」を

防災のイメージキャラクターにしています。発案は、防災対策

委員会で事務局を務める大原有樹子さん。大原さんは、PTAや

青少年対策委員会で活動していましたが、大阪府北部地震を

きっかけに、事務局に入り、防災士の資格も取得されました。

特に、子育て中の人に関心を持ってもらいたいという思いか

ら、地域の中学生にキャラクターの絵を描いてもらい、山田第

二小学校で名前を募集したところ200通の応募が集まりまし

た。コロナ禍での取り組みとして始めたYouTubeのナレー

ションや替え歌も小学生が協力しています。

これまでは、シニア世代が中心となっていましたが、現在は

大原さん含めて3名の現役世代が事務局に集まっています。委

員長を長年務める橋本喜代松さんは「現役世代や女性の参加

によって、会議の雰囲気が変

わり、柔軟な発想が増えた」

とおっしゃいます。多世代が

活躍できる地域防災の取り

組みが広がっています。

民生・児童委員と連携した安否確認

吹南
地区 地域の企業とも助け合える関係を

山二
地区 現役世代の参加で、進化する地域防災

災害時に支援が必要な人を減らして

災害に負けない地域になる

山本千恵さん

株式会社　SBDリサーチ &
              コンサルティング　
代表取締役

避難方法を選び備える助けてくれる仲間を増やす

2024年1月1日に発生した能登半島地震は、死者・行方不明者302名、住

家被害は12万3,099棟（7月31日現在、内閣府発表）を超えるという大きな

被害をもたらしました。今もなお、厳しい生活を余儀なくされている被災

者の方々の、一日も早い生活再建を願ってやみません。

石川県内の被災地で被災者の方々の相談に応じていると、現状の困りご

と、先行きへの不安、お商売の心配など、お一人お一人が複雑な想いを抱

えて日々を過ごしていることが判ります。災害は、人々の当たり前の日常

を奪ってしまうのです。

防災に取り組もうとする時、地区の中の高齢者や障

がい者などを災害時要援護者と考え、その人達を「ど

うやって避難させるか」に意識が向きがちです。しか

し、高齢者や障がい者であっても、危険な時間帯や通

過後の数日間を家の中で安全に過ごしきることがで

きるとなれば、地区役員の役割は変わってきます。災害

時要援護者と言われる人達が、「どうすれば支援を必

要としない災害時要援護者になれるか」に

取り組む方が、今の日本、地域に合ってい

ると思うのです。

支援を必要としない人を増やすには、やはり日常の

取り組みが重要です。全ての住民が適切に備蓄をして

いるか、向こう三軒両隣の住人の顔と名前がわかって

いるか、安否や居場所を知らせる手段が共有されてい

るか等、日頃の自治会活動などに組み入れてはどうで

しょうか。地区内の「災害時に支援が必要な人」を減ら

し、「支援者になれる人」を増やして、災害に負けない

地域になってほしいと思います。

大きな災害に何度も遭遇してしまう方は少ないで

しょう。しかし、テレビや報道で目にする被災地の光景

は、明日の私たちの暮らす地域の姿かもしれません。

だからこそ、「災害に強い地域づくり」が叫ばれ、災害

時要援護者リストを作成したり、

地区の避難計画を決めるなどの

取り組みが進められるのです。

しかし、それぞれの地区で防災

を担う人々の思いはどうでしょうか？地区の高齢化が

進み、「誰の避難を、誰が手助けするか」を考えように

も、日中は若い人は仕事に出ていて、自分自身も被災

する…考えるほど手詰まりになってしまう、という声

もたくさん聞いてきました。そのような時、私は必ず

「役員の方々だけで何とかしなければ…と思わないで

くださいね」と伝えています。

役員の皆さんを助けてくれる仲間を増やす

こと、何より、災害時に支援が必要な人を増

やさない、できれば減らしてい

くことが大切なのです。

若
い
人
が

い
な
い
・・ 自

分
も

被
災
す
る

在
宅
避
難
と
い
う
選
択

地域活動に組み入れる

特定行政書士、ＢＣＰアドバイ
ザー。中小企業やＮＰＯ等のサ
ポートをしながら、地域防災や
キッズ防災教室などを開催。能
登半島地震では行政書士とし
て被災者支援に携わる。
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